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調
査
の
背
景

　
本
市
は
、
平
成
4
年
に
沼
田
城
を
は
じ

め
と
す
る
歴
史
的
遺
産
を
再
評
価
し
て
保

存
と
活
用
を
行
い
、
市
全
体
の
歴
史
的
整

備
を
行
う
と
し
た
「
沼
田
公
園
長
期
整
備

構
想
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成

28
年
に
は
N 

H 

K
大
河
ド
ラ
マ「
真
田
丸
」

が
放
映
さ
れ
、
沼
田
城
跡
へ
の
注
目
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
、
沼
田
城
跡
の
保
存
と
活
用

を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
新
た
に
調
査

を
開
始
し
、
平
成
30
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
６
年
間
に
わ
た
り
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。

公園整備以前の沼田城本丸跡公園整備以前の沼田城本丸跡ーー
城の面影はないが、折り重なる沼田城の歴史が眠っている。城の面影はないが、折り重なる沼田城の歴史が眠っている。
その後の公園整備により、歴史はさらに積み重ねられた。その後の公園整備により、歴史はさらに積み重ねられた。

城絵図に描かれた沼田城の中心部
(「正保城絵図   上野国沼田城図」、国立公文書館デジタルアーカイブ )

　
沼
田
城
跡
の
概
要

沼
田
城
と
呼
ば
れ
る
ま
で

　
沼
田
城
は
戦
国
時
代
後
期
に
沼
田
氏
に

よ
っ
て
築
か
れ
、「
倉
内
城
」
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。
戦
国
時
代
末
に
は
北
条
氏
、
上

杉
氏
、
武
田
氏
三
者
の
勢
力
が
ぶ
つ
か
る

地
勢
上
の
要
衝
と
し
て
、
こ
の
城
を
巡
る

争
奪
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
正
８
年
（
1 

5 

8 

0
）、
武
田
氏
配

下
の
真
田
氏
が
領
有
し
、
こ
の
頃
か
ら
沼

田
城
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
格
的
な
整
備
へ

　
天
正
17
年
（
1 

5 

8 

9
）、
沼
田
城
は

一
度
、
北
条
氏
に
渡
り
ま
し
た
が
、
同
年

の
「
名
胡
桃
城
事
件
」
に
よ
り
再
び
真
田

氏
に
戻
り
、
こ
れ
以
降
、
整
備
が
進
み

ま
し
た
。
慶
長
２
年
（
1 

5 

9 

7
）
に

は
、
真
田
信
之
が
五
層
の
天
守
を
完
成

さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
天
和
元
年

（
1 

6 

8 

1
）、
５
代
沼
田
藩
主
真
田
信
直

（
信
利
）
が
改
易
さ
れ
、
翌
天
和
２
年
、

沼
田
城
は
破
城
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、沼
田
藩
主
を
務
め
た
本
多
氏
、

黒
田
氏
、
土
岐
氏
は
三
の
丸
に
屋
形
を
設

置
し
ま
し
た
が
、
天
守
な
ど
の
施
設
は
再

建
し
な
か
っ
た
た
め
、
破
城
時
の
姿
が
地

中
に
埋
も
れ
た
ま
ま
保
存
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
大
正
5
年
（
1 

9 

1 

6
）、荒
地
と
な
っ

て
い
た
城
跡
を
元
沼
田
藩
士
家
の
久
米
民

之
助
が
私
財
を
投
じ
て
総
合
公
園
に
造
成

し
、
同
15
年
、
当
時
の
沼
田
町
に
寄
付
し

ま
し
た
。

　沼
田
城
跡
の
多
く
の「
？
」

　
沼
田
城
は
、
破
城
に
よ
り
天
守
な
ど

の
施
設
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
大
正
時
代
の
公
園
整
備
に
よ

り
姿
を
変
え
た
た
め
、
実
態
が
よ
く
分

か
ら
な
い
、謎
に
包
ま
れ
た
城
跡
で
す
。

　
天
守
は
、実
在
し
た
の
か
、五
層
だ
っ

た
の
か
、
御
殿
の
生
活
は
、
堀
の
深
さ

は
、
古
い
時
代
の
沼
田
城
の
姿
は
、
度

重
な
る
普
請
※
で
沼
田
城
は
ど
う
姿
を

変
え
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
謎
を
解
き
明

か
す
た
め
、
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

※
土
木
工
事
の
こ
と

　
沼
田
市
街
地
の
基
礎
と
な
っ
た

沼
田
城
に
つ
い
て
、
構
造
と
歴
史

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
調
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を
、
今

月
か
ら
来
年
２
月
ま
で
５
カ
月
に

わ
た
り
連
載
に
て
紹
介
し
ま
す
。

N

短
期
集
中
連
載

沼
田
城
跡

沼
田
城
跡
のの調査

成
果

調
査
成
果

沼田氏が倉内城を築く
北条氏の支配下に
上杉氏の支配下に ( 上杉氏の越山 ) 
上杉氏の内紛 ( 御館の乱 ) に伴い北条氏支配下に
武田氏の支配下に
真田昌幸による整備。本丸御殿、奥御殿、台所、
大門、石垣、堀、土手、枡形（入口）、二・三の丸、
門などを整備【天正期整備】
豊臣秀吉の沼田領裁定により北条氏の支配下に
北条氏が名胡桃城を奪取（名胡桃城事件）
北条氏滅亡、沼田城は真田氏支配下に
真田信之による整備。天守、西三階櫓、表三階櫓、
水手門、三・四ノ丸、土手、総堀、枡形（入口）
などを整備【慶長期整備】
真田信直（信利）による整備。本丸嵩上げ、天
守建替え、石垣、門などの修復【万治・寛文期
整備】
真田氏改易
沼田城破城
本多氏が沼田藩主に就任
本多氏による大手門、枡形（入口）、塀、堀、土
手などの改修、三の丸に屋形を設置
黒田氏が沼田藩主に就任
土岐氏が沼田藩主に就任
廃藩置県
久米民之助による公園整備

1532 年頃
1556 年頃
1560 年
1578 年
1580 年
1583 年頃

1589 年

1590 年
1596 年頃

1658 年

1681 年
1682 年
1703 年

1732 年
1742 年
1871 年
1916 年

沼田城の争奪と普請の歴史年表
本丸跡の発掘調査では、沼田城の地面が発見された本丸跡の発掘調査では、沼田城の地面が発見された

  沼田公園の園路の 60‌cm下に‌‌‌

‌‌沼田城が眠っている―‌‌‌‌‌
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調
査
で
分
か
っ
た
こ
と

　
沼
田
公
園
の
造
成
の
際
に
破
壊
さ
れ
た

部
分
が
あ
る
一
方
、
造
成
土
で
覆
わ
れ
て

よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
市
街
地
に
は
堀

跡
が
痕
跡
を
留
め
て
い
た
り
、
埋
め
立
て

ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
調
査
に
よ
り
位
置

や
規
模
が
確
認
で
き
た
り
す
る
な
ど
、
市

街
地
の
中
に
城
の
痕
跡
が
よ
く
残
さ
れ
て

い
ま
す
。 沼

田
城
の
姿
は
、地
下
に
良

好
に
保
存
さ
れ
て
い
る

1

　
文
献
史
料
の
調
査
か
ら
、
真
田
氏
に
よ

る
沼
田
城
整
備
は
、
天
正
期(

１
５
８
１

～
１
５
８
９)

、
慶
長
期(

１
５
９
６
～

１
６
１
２)

、
万
治
・
寛
文
期
（
１
６
５
８

～
１
６
７
８
）
に
、
大
き
く
３
回
行
わ
れ

た
と
整
理
し
ま
し
た
。
発
掘
調
査
で
も
整

地
し
た
盛
土
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
大
規

模
な
整
備
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
状
況
が

読
み
取
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
北
条
氏
や
上

杉
氏
が
沼
田
城
を
支
配
し
て
い
る
期
間
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
整
備
を
加
え
て
い
る
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。
例
え
ば
、
軍
事
的

緊
張
が
高
ま
っ
た
名
胡
桃
城
事
件
の
際
に

は
、
北
条
氏
は
盛
ん
に
沼
田
城
の
守
備
を

固
め
る
た
め
の
普
請
を
指
示
し
、
大
鉄
砲

を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　
沼
田
城
跡
に
は
、
争
奪
と
普
請
の
歴
史

が
積
み
重
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
沼
田

城
の
持
つ
複
雑
な
歴
史
背
景
が
、
沼
田
城

の
構
造
を
捉
え
る
こ
と
を
難
し
く
さ
せ
て

い
ま
す
。 真

田
氏
に
よ
る
沼
田
城
整
備

は
大
き
く
３
回
行
わ
れ
た

2
歴史資料館第28回企画展
重なる沼田城　
－戦国時代の争奪と
真田氏による普請の歴史－

最新の調査成果を交えてご紹介

　西櫓台で発見された墨書
のある石材には、「石三つ　
由良　爰送也」と思われる
文字が。「由良」は、太田金
山城を拠点とした由良氏だ
ろうか。由良氏は、北条氏
に従っており、北条氏の命
で沼田城の普請のために石
材を送ったことを示すと考
えられる。沼田城において、
真田氏以外による普請が行
われたことを示すといえる。

来
月
号
に
続
き
ま
す

→詳細は6ページを
ご覧ください

関連イベントも
盛りだくさん !


